
 

 

 

(2025 年 7 月 2 日) 

外科周術期患者における多職種連携体制の導入が術後合併症に与える影響に関

する研究 

 

１．研究の対象 

 2019 年 4 月以降に、当院の外科において手術を受けられた方 

 

２．研究目的・方法 

2019 年 4 月以降に当院の外科において手術を受けられた方を対象に、連携体制加算導入後

（2024 年 7 月以降）の多職種介入体制が、手術後の ADL 維持、入院日数、術後合併症の発生率

に与える影響を検討することを目的としています。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

年齢, 性別, 病名, 手術日, ADL, 歩行開始日, 入院日数, 離床の阻害因子 (血圧低下, 気分

不良など), 術後合併症の有無（術後肺炎、無気肺、イレウスなど）、口腔状態, 栄養状態など 

 

４．外部への試料・情報の提供 

他施設へのデータの提供は行いません。本研究で得られたデータを二次利用する可能性が

あります。データの対応表は、当センターの研究責任者が保管・管理します。 

 

５．研究組織 

地方独立行政法人 りんくう総合医療センター 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。  

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研

究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。  

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先：  

栗山 泰典（研究責任者） 地方独立行政法人 りんくう総合医療センター  

〒598－8577 泉佐野市りんくう往来北 2-23  

電 話 072-469-3111   FAX 072-469-7929  

研究責任者：  

りんくう総合医療センター 診療支援局 リハビリテーション部門 栗山 泰典 

研究代表者：  

りんくう総合医療センター 診療支援局 リハビリテーション部門 栗山 泰典 


